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● 台湾・中国・朝鮮半島と連動する岩国基地！ 

 岩国基地では、基地拡張で作られた水深13mの大岸壁に米軍大型艦船の入港が相次いでいます。強

襲揚陸艦アメリカやトリポリ、「遠征洋上基地」ミゲルキースなどは侵略のための艦船です。 

 報道によれば6～7月、嘉手納と岩国基地所属の米軍戦闘機が台湾東部海域での作戦に参加し、一

部の米軍機は中国との中間線を越えて中国側の空域に入りました。周辺で自衛隊機も飛行しており、

日米による軍事挑発といえます。同時期に岩国には米空軍の外来機が30機も飛来して展開。米海軍

の大型無人偵察機が一時配備され中国や朝鮮を対象に海上警戒監視や情報収集にあたるなど、岩国基

地は台湾、中国、朝鮮半島と密接に連動して動いています。 

いっぽう岩国の住民は、倍増した爆撃機と外来機のすさまじい爆音被害を受けています。飛行差し

止めを求める第2次爆音訴訟も始まります。6月、米国でまたも墜落死亡事故を起こしたオスプレイ

は、岩国基地が運用拠点になっています。また、岩国基地のF35BやFA18も、ここ数年の間に墜落

事故を繰り返し起こしています。市街地での墜落事故が起きない保証はどこにもありません。 

 

● 対中国包囲網として強化される米軍基地と琉球弧への自衛隊配備にNOを！  

 このような岩国米軍基地の強化は、日本本土から琉球弧に至る米軍基地と自衛隊基地の強化の一部

であり、かつ要となるものです。沖縄辺野古新基地建設の強行、全国の在日米軍基地の活発化に加え

て、九州の築城や新田原、佐世保の自衛隊基地の拡大・強化、琉球弧への自衛隊ミサイル部隊配備が

続いています。自衛隊と米軍の一体化を通じて、米国政府は米海兵隊を縮小・再配置して対中国包囲

網の最前線を自衛隊に担わせようとし、日本政府は米国の思惑を利用して反撃能力（敵基地攻撃能力）

の保持や、軍事費GDP比2％への引き上げ、憲法改悪や独自の核武装を狙っているのです。 

 

● 戦争のための日米安保も、基地も、原発もいらない！ 

 日米の対中国包囲網づくりのための中軸基地である岩

国基地の強化は、それ自身が東アジアの軍事的緊張を高め

るものです。NATOの東方拡大を背景としたロシアのウク

ライナ侵攻の過程を見ても、軍事基地や軍事同盟が戦争の

抑止力になるという主張は成立しません。しかし、日本政

府は、2022年防衛白書で日本の軍備強化と日米軍事同盟

の強化を打ち出しています。 

 さらに、核兵器が戦争の抑止力になるどころか核兵器が

存在する限り核戦争のぼっ発に怯えねばならず、原発にミ

サイルが落ちれば途方もない核の被害を生むことも実感

しました。しかし、岸田首相は、若狭の老朽原発再稼働や島根原発再稼働を強行し、エネルギー危機

やCO2削減を口実にして、さらに全国の原発再稼働と新増設まで打ち出しています。 

 

● 日米韓軍事演習反対！ 差別と排外主義に反対し、アジアと連帯して戦争国家化を阻止しよう！ 

岩国米軍基地は朝鮮戦争の出撃基地でした。朝鮮戦争はまだ終わっておらず、朝鮮半島の平和が妨

害されている状況が続いています。日米政権による朝鮮への敵視政策と経済制裁が強められる中で、

差別と排外主義が作り出され続けています。 

岩国米軍基地は、今日も一貫して朝鮮への侵攻のための韓米合同軍事演習の拠点となってきました。

岩国基地の増強は、そのまま朝鮮への軍事的恫喝であり、朝鮮半島の平和に敵対するものです。さら

には今年6月、日米韓の防衛相会議で、日米韓合同軍事演習を公然と実施することが決定されました。

また、差別・排外主義の元凶であった安倍の国葬を強行することで安倍政治を正当化しようとしてい

ます。このような時代に、差別・排外主義と闘い、戦争への道を拒否し、アジア民衆とともに生きる

未来を岩国から作り出していくことはきわめて重要です。2022岩国行動に全国から集まろう！ 

◆参加申し込みは、メール：awcjapan21@yahoo.co.jp、またはお近くの AWC 会員まで。 

 

◇岩国基地正門前で抗議するデモ参加者たち 


